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写真３　写真１の　　　方向を撮影写真２ 　写真３の右奥にある山を背景に
　　　　して火口底で撮影

写真１　現在の沼ノ平火口
　　　　　（馬の背から西側に向かって撮影）

写真２の背景の山

かって沼ノ平にあった「湯沼」 写真２，写真３は撮影時期不詳，明治時代後期～昭和初期と推定される（猪苗代町提供）

一番上の層

上から二番目の層

渓床部に三番目の層

火口湖に由来する火山泥流

　1900 年 ( 明治 33 年 ) の噴火のあと昭和初期ころまで、沼ノ平には水が溜まっていた時

期があったと記録されています。また、火口内にみられる湖成堆積物や山体西麓の火山泥流

堆積物の存在から、より古い時代にも沼ノ平火口に水が溜まって火口湖となっていた時期が

あることや、おそらくその火口湖に由来した火山泥流が発生したと考えられています（ある

いは冬期の噴火時に融雪による火山泥流が発生した可能性も否定はできません）。

　この沼ノ平に由来する火山泥流は、過去 2600 年間に７回以上発生しており、硫黄川を

流れ下って西麓に堆積しました。沼ノ平に由来する火山泥流のうち最新のものは約 850 年

前に発生したと推定されています。
安達太良山の西麓に見られる火山泥流堆積物

　1900 年 ( 明治 33 年 ) の噴火のあとに沼ノ平の火口湖は「湯沼」と呼ばれていました。当時撮影された写真から、かつて存在した

湯沼の様子をうかがい知ることができます。

火山ガスの噴出
　1996 年（平成８年）9 月に
　沼ノ平火口の中央付近で泥が
　飛散し、火山ガスが噴出した。

泥水の噴出
　1996 年（平成８年）6 月に
　沼ノ平火口の中央付近で泥水が
　湧きだしているのが確認された。

地熱活動
　地熱活動により地温が高い場所では
　雪が融けている。

1996 年 ( 平成 8 年 )11 月撮影。

沼ノ平に水が溜まって火口湖が出来た場合、火口湖の決壊によって
西側の河川に向かって火山泥流が発生することがあります。

主な引用文献
火砕流（火砕サージ） 火山ガスや泥水の噴出、地熱活動

　この図は、沼ノ平火口に

　水が溜まって、火口湖が火口湖が

　できた場合の想定　できた場合の想定です。

　現在の沼ノ平には、水は

　溜まっていません。

現在の写真

　沼ノ平の東側にある火口壁

は「馬の背」と呼ばれる細い

尾根になっており、内部は変

質したもろい岩石であること

から、噴火の位置が沼ノ平の

少し東側にずれた場合や大き

な地震などで崩壊する可能性

があります。また、すぐ近く

の鉄山の南斜面にも崩壊の跡

が多くみられることから、斜

面崩壊（および崩壊した土砂

の流下）についても注意が必

要です。

2011/09/13藤縄研究室提供

鉄山

2011 年 9月の
斜面崩壊跡 1989 年 8月の

斜面崩壊跡

斜面内部には火山ガスや
温泉などで変質した脆い
部分もみられる
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斜面の崩壊跡
馬の背のすぐ東側にある鉄山の南斜面には崩壊跡が多くみられる。
また、馬の背と同様に、内部には変質した脆い部分もみられる。

「馬の背」と呼ばれる細い尾根

　沼ノ平では、1996 年（平成８年）

9 月に泥の飛散や泥水の噴出がみら

れ、その後も 2003 年（平成 15 年）

頃まで火口内の一部で火山ガスの噴

出活動や地熱の異常などの現象がみ

られました。

　それ以降は沼ノ平内の火山活動は

やや静穏になってきていますが、火

山ガスが噴出している場所もあるた

め、沼ノ平火口底を通る登山道は通

行止めになっていて立ち入ることが

できません。

　噴火に伴って、火砕流や火砕サージと呼ばれる危険性

の高い現象が発生すると考えられます。

　御嶽山では 2014 年（平成 26 年）9 月 27 日の小規

模な水蒸気噴火で火砕流が発生し、谷に沿って約 3km

流れ下りました。

　1900 年（明治 33 年）に沼ノ平で起きた水蒸気噴火

でも火砕サージ（当時の記述は「疾風」）が発生して、こ

れに巻き込まれた避難途中の硫黄鉱山の鉱夫ら 72 名が

犠牲になりました。

現象の説明は　１　ページを参照

噴火直後に谷沿いに約 3km 流下した火砕流
　　　　　　　　　　　　　( 御嶽山 ,2014 年 ( 平成 26 年 ))
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火砕サージが流下する可能性
噴火時に流下しやすい

噴火時に流下する可能性がある
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1997 年 ( 平成 9 年 )9 月 23 日撮影。
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